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• ~11-】K叫苔-
います。 右の表をご覧になればおわかりのように、 パートごとに独立して働き、演奏中に音色を次々に

ピアノ系、ォルガン系、ストリングス系、プラス系、 切り換えできることはもちろん、ピプラート表現ができ

■ ~ 直褐9■ ウィンド系、そして和楽器やシンセ独得の音色、さ るモジュレーション・デプスや、音に強弱をつけて感

らにペース系やパーカッション系の音色などなど、 情の起伏を表現するエクスプレッションもコントロ一

MT-32は、キーポードやシーケンサー、さらにコン 実に多彩。創造力を大いにかきたてる128種のサウ ル可能です。 さらに、より緻密なアンサンプル演奏

ピュータなどから送られるMIDI演奏情報を受けて、 ンドです。 しかも各音色群は、系統ごとにグループ のために各パートごとの音畳パランスを設定したり、

多彩な音色で演奏が楽しめる音源モジュールです。 化され、その中にい〈つか(4~11 ) のサウンドが整 ステレオ音場で演奏する場合に音の定位を表現す

しかも最大8パートにわたって別々の旋律と音色で 理されているため、求める音色をさがしやすく、曲 るパンポット、 ピアノのダンパー・ペダルを踏んだ時と

演奏させることができ、リズム・バートも独立して演 のイマジネーションにあわせた音色のピックアップ 同じ効果がえられるホールドなど、数々の演奏表現

奏するため、その表現力は圧倒的。 ステージ狭しと も大変スピーディです。 この 128音色に加え、 さらに をM IDI 情報でコ ントロールすることができます。

サウンドを〈り広げるライプ・パンドも顔まけの音の リズム・パート専用としてドラム＆パーカッション音 送られて〈るMID I情報が緻密であればあるほど、

厚み、音数の翌宮さです。 単にMIDIキーポードの 色30種も内蔵。 もちろんいずれもPCM録音による いっそう高度な音楽表現力を約束するMT-32です。

外部音源として使うだけでな〈、 MC-500などのシー 迫真のサウンド・クオリティ。単体のドラム•マシンに

ケンサーやコ ンピュータ・ミュージックのペスト・パート も負けないリアル＆パワフルな表現力を発揮します。 ■m紐刀ナーとして十二分の性能と機能を誇るMT-32です。

＇斥召SP-~一
m沼潤屯·-
心臓部はフル・デジタルのLA方式。この方式はプロ

フェッショナル・デジタル・シンセサイザーD-50にい

ち早〈採用され、音の良さはすでに世界の トップ

ミュージシャンの折り紙つき。 その原理をかんたんに

ご説明しましょう 。 1 基の中に、従来のシンセサイ

ザー 1台分の能力と厖大なPCMサウンド群をストッ

クした‘パーシャル“を計32甚もつ（つまりシンセサイ

ザー32台分に匹敵する音づ〈りの能力をもつ）32パ一

シャル構成。MT-32の場合、かんたんな音色は1パ一

シャルで、複雑な音色は複数のパーシャルを使って

よりリアルに音づ〈りされます。 これによってMT-32

では、デジクル・シンセならではの金属的な音色や

打撃音はもちろん、ストリングスやプラスなどアコー

スティック楽器のもつぶ厚く深みのある響きも、様

．濯温濯l'Efa
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-広曇な研前-
さらにMT-32では、サウンドに奥行き感やスケール

感を与え、たとえばホールで演奏しているような広大

MTー32は、外部から送られてくるMIDI情報を受け な音の醤きも自由に演出できるリパープ（残醤）効果

て、品大8バートの独立した演奏と、 1パートのリズム・

サウンドを演奏できます。 ゎかりやす〈例えれば、 8人

のシンセサイザ一奏者と 1 人のドラマーによるアンサ

ンプル演奏を、この一台で自動演奏させることができ

るわけです。 同時に鳴らせる音数は、 8パート＋リズム・

パートあわせて最大32音まで。 どのパートが何音でも
かまいません。 （ ・｝正確には32バーシャルまで、従って復数のバーシャ

ルで構成した音色を選択 した場合には発音数は少なくなります。）

■ MT-32の各パー トとMIDIチャンネルの対応

バ ー i l 1 l2 13 14 1s 6 l1 la リズム
MIDIチャンネル l 2ch l 3ch l 4ch l 5ch l 6ch 7chl8chl9chl !Och 

■ t.S計屈~-

をつけられます。 リバープ効果はプロのレコーディン

グやステージでは、音の仕上げに必ずといってよい

ほど使われる工フェクト。 MT-32では嵩品質デジタ

ル・リパープ回路を内蔵して、音のクオリティを損わず

クリアで美しい自然な音の広がりがえられます。 また

ステレオ出力を生かして鳴らすと、音の広がり感は

さらに翌力'o 曲想や演出によって10種類のリバープ•

モードから選択でき 、 MID Iエクスクルーシプを使

えば、各バートごとのON/OFFも設定可能です。

一升滋鍔a•
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・じもガ蘊ヰ哀手一ざまな擬音も、あらゆる音色がきわめてリアルです。 ~ •三s,三 ".ti冒ヽ;t:.~::k;-- 誰（ーもカンタン し力‘、 し凝りたすと奥が深い。 表現

力を高める多彩なパフォーマンスを満載しながら、

■店侶＂岬~-
~ 界r,1~•

音の質、音色のパラエティ、そして8パート＋リズム． 誰にも操れるシンプルな操作性を追求したMT-32。

パートで最大32音の同時発音という音そのものの まず、少ないスイッチ数ながら多〈の機能を呼び出

表現力に加え、 MT-32では演奏表現力の面でも高 せる複合スイッチ化を図り、ひんばんに使う機能だ

度な音楽性を追求。ライプ•ステージでいえば、プレー けを前面に。 さらにツマミを廻すと次々にパラメー

MT-32には、内蔵音源としてLA方式によって生み ヤーの演奏テクニックにあたる部分です。たとえば、音 ターや設定値が変わるセレクト・ツマミとLCDディス

だされたハイ・クオリティ・サウンド128種を記憶 して 色を設定するプログラム・チェンジ情報はすぺての プレイのコンピでスムースなコントロールが可能です。

MT—32 宮，g~~NDMODULE 



たとえば
ミュージック•レコーダ:......

PR-100を使い
ミュージック•ライプラリーで
演奏させると、
“ローランド・ミュージック・ライプラリー＂とミュージック・レ

コーダーPR- 100を使うと、ストリングスやプラスなど、さ

まざまな楽器音による自動演奏が楽しめます。あなたのパッ

ク演奏をさせることもでき、ピアノレッスンなども思わず熱

が入るでしょう。 MT-32ならではのリアルで壮大なサウ

ンドは、 まるでオーケストラを従えたように贅沢な気分。

弾く人はもちろん、 聴いている人々の感動もひとしおです。
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たとえばミュージック・コンピュータ MC-500 と組ん

でMT-32を使う場合には、 MIDIエクスクルーシフ．．

PRESET TIMBRE MAP 

アピアコ✓ース1 ティック・(4) アピアコ./ース2,,.,(ック・(2) アピアコノース3ティック・(1) エビアレノ,1tリブ9 ・ (3) エビアレ/クt2リック (2) 

たとえば
ミュージック•コンヒュータ

MC-500を使い
MT-32のバフォーマンスを
ラ苫lきだ―沈——→

,-,. MC-500 .~ ~ 

一ー

メッセージを送ることによって、さらに数々の機能を引

きだすことができます。 まず内蔵音色の修正や新た

な音づ〈りが可能。 修正や作成した音色はあらかじ

め本体に記憶されている音色とは別に64種類まで記

憶させることができます。 また、リズム・パートのコン

トロールや、各パートの最低発音バーシャル数を設

エピアレ/クト3'I")? ・ (2) エピアレノクt4リック (1) ホン＊ー・ドンク (3) エォルレガクtンリ1ック (3) エォ11,,レク力・tンリ2ック・ (3) 

00000 

苧こ固国

定するパーシャル・リザープ、記憶されている全デー

タを外部機器とやりとりするパルク・ダンプ／パルク・

ロードもエクスクルーシブ・メッセージを活用するこ

とで指令できます。 まさに、組みあわせる機器のグ

レードカ汀薔まるほど、ブレーヤーの要求が嵩まるほ

ど、その高度なボテンシャルを証すMT-32です。

エオルレクガtン•J3ック・ (2) エオルレ9ガトンリ4ック (2) パォルイプガ•ン 1 13) パォルイプガ•ン 2 (3) パオルイブガ・ン 3 (2) アコー¥~オン (2) 

ヽヽープシ
(4) ハコーーtプ2シ (2) ハコーードブ3シ (1) ク9ピ 1 (3) ,,., ビ2 (2) ク9ピ 3 (1〉セレスク 1 (4) セレスク 2 (2) シンセ・

(2) ブシン9スセ・2 (3) プシ9ンセス・3 (2) ブシランスセ・4 (2) シペンーセス・1 (2) ペシンーセス・2 (21 シペンーセス・3 (2) シンセ・ (1) コー►1 ブ9ス 1 ヘース 4

ファンタジー (3) ハーモ・パン (3) コー.,fl,, (3) グラジセス (2) 
サウンド・

(4) アt~スフィア (4) ウォーム・ヘル (4) ファニ一・
(1) 工コー・ペル (3) アイス・レイン (3) オーボエX日1 (2) 工コー・バン (2) Y? クー・ソロ 12) スクールデーズ (2) ヘルシンガー (2) 

スクエア・
(2) ト9ック ポックス ?• ープ

ストリングス• (4) 
セクシ.., 1 スセクトリシン0グンス2• (3) スドJングス 12) 

セクシ•ン 3
ビチカート 13) パイオリン , (3) パイオ＇｝ン 2 (2) チふO 1 (J)'fJcD 2 (2) コン""バス (2) ハーブ 1 (3) "ープ 2 (2) ギクー1 (2) ギクー 2 (2) エギクレークt'1Jック・ (4) エギレクーク►2'17? (3) シクール (4) 

アヘコーースス1f,,(ック・(2) アヘコーースス2.,.., ック・(1) エヘレークスト1リック・ (2) エレクト,,ック ・ m ス., .Iブ・
(3) ペスラーッスブ2・ (2} ., ッti,ス 1 (4) フ叶レス 2 (2) 

ヘース 2 ヘース 1
フ,11,ー ~ 1 (4) フルーt2 (2) ピッコ01 (3) ピゥコD2 (2) リコーダー (2) バン・パイプス {3) サックス 1 (4) ~, ス 2 13) 

サックス 3 (2) サッ9ス 4 (1) クうリ＊介1 (3) ,., りネ叶 2 (2) オー＊エ (2) イホンルグン,, ッシュ (2} バスーン (2) '、ーモニカ (2) t, ンベブト 1 (3) ド9ンペット 2 (2) taンホーン 1 (3) ＂ンホーン 2 (2) 
フレン，，，●

(3) フホレルンンテ2・ (2) チューパ (2) プセラクスシ•ン 1 (4) 
ホルン 1

プセ9クスシ●• ,,,, 2 (3) ビ9ホン1 (31 ピうホン 2 {2) シンセ•マりト (1) ウィンドペfl, (3) グロッケン (2) テューブヘル (4) シCl,t,ン (1) マIJンパ (3) コト (2) シ..ゥ (4) シャクヽヽ.,. (4) ホイッスル 1 (2) ホイッスル 2 (1) *t"'ブa- (41 ブリーズパイプ 13)

ティ;,,,バニー (2) メ9ムロ,. ., ,,, , ・ ( 1 1 ，，，ィーブ・スネア (2) 工レクト,,ック (2) 
パーカァシ•ン 1

エパレークカトッ1/シッ•クン・2 (2) クイコ (3) クイコ・リム (1) シンバル (21 カス,~ット (21 ”イアンクル (2) オヒッートケストラ (4) テレフ肴ン (1) パt?-イfー•ト (1) ワジンャム・ノート・ (4) ウペ専II,,ークー (31 ジチャューングンル・ (4) 

❖ll色名の9量の力 yコ内のな字は使＂バーシャ9レmを費わし』す

■リズム・バート•サウンドチャート

1 アコースティック・パス・ドラム

2 クロス•スティック

3 アコースティック・スネア・ドラム

4 ハンド・クフッブ

5 エレクトリック・スネア・ドラム

6 アコースティック ・ ロー・タム
7 クローズド・ハイI ヽッ ト

8 ハーフォープン •ハイハット

9 アコースティック・ミッド・タム
10 オーブン・ハイハット

11 アコースティック・ハイ・タム

12 クフッシュ・シンパル

13 フイド・シンパル

14 タンパリン

15 カウベル

16 ハイ・ポンゴ

1 7 ロー・ポンゴ

18 ミュート ・ハイ・コンガ
19 ハイ・コンガ

20 ロー・コンガ

21 ハイ・ティンパル

22 ロー・ティンパル

23 ハイ•アゴゴ

24 ロー•アゴゴ
25 カパサ

26 マフカス

27 シヨート・ホイッスル

28 ロング・ホイッスル

29 クラペス

30 キハダ
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シーン最前線のサウンドをバッケージしました。
LA方式マルチ・ティンバー音源モジュール登場。
ここには世界のミュージック・シーンをリードするエナジーが息づきます。 プロ

フェッショナル・シンセサイザーD-50に搭載され、 世界の絶賛をあびたLA方式

デジタル・シンセサイズ。 この最先端を心臓部にしてMT-32誕生。 創造力がふ＜

らむ128種類のシンセサイザ一音色と30種類のリズム音色を内蔵。 しかも外部

からのMIDI情報を受けて8パート＋リズム・バートを独立して演奏する最新の

マルチ・ティンバー ・パフォーマンス。 この表現力、 このクオリティ。 コンピュータ・

ミュージシャン、 MIDIプレーヤーが待っていたのは、 この一台ではなかったか。

゜→五—tic 



●音源・ ・ ・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・・・・ ・ ··LA方式デジタル・シンセシス

PCM方式ウェープ・メモリー

●同時発音数………・最大 ：32音

●同時発音音色薮・・9 ・・最大 ： 8音色＋リズム

●プリセット音色……… 128音色＋リズム30音色

●パネル•スィッチ・・・9 ・ ・ パー ト(1~5、リズム）

サウント‘ ・グループ

サウンド

SPECIFICATIONS 

●コントロール•………• ・セレクト／ポリューム

●ディスプレイ……… . . . 20文字液品表示（パックライト付き）

●接続端子・・・ ・•• …… •• アウトプット・ジャックL(モノ）/R 

MIDIコネクター イン／アウト／スルー

DC INジャック

●電源・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・ ・ ・・ ・ ·9V·DC(専用ACアダプターACB-100)

●消費電流・・・・・・・ ・・・・・·ｷ650mA(9VｷDC) 

●外形寸法・ ・・ ・ ……・・・ ・ 305(W)X220(D)X45(H)mm 

（ただし突起物は除く）

• 重畏・・・・・・・ 會 ・・・・ ・ ・ ・ ・・... 1.5kg 

●付属品・・・・ ・ ・・・・ ・ ・ ・ ・・・ ・ ・ ACアダプター(ACB-100)

MIDIケープル(1本）

接続コード(2本）

マスター ・ポリューム

ボリューム

リパープ（マスター・ポリューム＋

ポリューム）

チューン（マスター ・ポリューム＋

サウンドク）レープ） Lニ一—こ二三J
MPU SOFTWARE 

MT-32の嵩度な表現力は、コンピュータ・ミュージックの願ってもない武器となるでしょう。

そしてコンビュータ・ミュージックといえば、ローランドMPUソフトゥェア。 演奏をそっ〈り

精密に記憶し、自動演奏する 「レクリエ」や 、 楽器をまった〈弾けな〈ても高度なアンサ

ンプル演奏を楽しめる 「ステッブス」。 楽譜までも自動作成する 「シャッフル」をはじめ、多

彩なソフトウェア群の充実が、あなたのイマジネーションを強力にサポートするでしょう。

争/

MPU-401 

,.,ｷ ク多

MIDI PROCESSING UNIT･29,800 

~ 

吋■冒ン
MPU-PC98 
MIDI PROCESSING UNIT･38,000 

楽器とコンヒュータをつなぐためのフロセシング•ユニットです NEC PC-9801シリーズに対応，コンヒュータの拡張スロット
インターフェイス・キットと紐み合わせて全携種に対応します． にダイレクト 9こ装貯でさ、インターフェイス ・キットは不要です，

OPTIONS 

`—,, .. , ペュー9 認需ぬ I 箆：：：r 1 箆：：：~2 1 =::~孟:"'' 1 =:"'
や9801M P(鴻""邸IMR PC-<iOOI 

陀細"'"'"R細'"KITR
FC<le01MKl"1 

ヽ心·PC8
VIS,000 MCP.f℃3 心-1 ,ie.ooo 
V22,000 

M氏コ℃韓
MAC<℃涎

V45,000 I 3如0 MRC・PC8 Mぼ刃℃8Vヽ5、000 I VIS.000 I･18.000 

MRE•PCOO I MAE・~降
V48.000 3.5/200 

.... 000 

迂PC961-"""""" ･45,000 V◄S,000 

~ ~'. 字＇出芯
... ・＂．．が•しn•I THeol'C98-4 I叫=1™心四¥19紐 ¥19.800 V19郎

MPV-PC98･38,000 

MCRｷPC88 
V25匹

MP!」-40い'29,800

MIF-PC8･12,000 

MT-32のリアルな表現力は、ステージ・プレイやホームレコーディングでも圧倒的な武器となるはずです。 特にオプショナル・ソフトも読々と発売され、ますます威力を

高めるミュージック ・ コンビュータMC-500や、リーズナブル・プライスながら高密度なデータ・メモリ一を誇るミュージック・レコーダー PR-100とは最強のコンピネーショ ン。

精密かつ多彩なシーケンス・プレイ、そしてMIDIエクスクルーシプでMT-32をさらに生かす。 ここは、これまでの自動演奏のイメージを一新させる超・表現力の世界です。

PR-100 
MUSIC RECORDER ･59,800 

• MI DIキーボードの演奏データを記憶して

MIDI音源を自動演奏•トラック数は鉗行・再生

用 X2、再生耳用 X2の4トラック●同時発音

数は最大64音(I トラック） ●記憶整は本体に

最大 17000音、 2.8インチQDに穀大 17000音。

薩Roland 巳二臼王且丹会社
製品についての；；問い合わせは、 最寄I)のローランド各営集所へ。 •松本〒3" 松本市芳川平田349-2 ao26J(26)8853 
● 礼唸〒060 札幌市中央区北ー条西1-3 ffOII (281)0708 ●名古圧〒460 名古且市中区栄2-11-7 tt052(202) 1881 
● 1山台〒980 I山台市本町2- 1 0ー 33 ff022 (225) 6221 ●大仮〒542 大阪市南区南船場4-4 -21 云06(281)1371 
● 東京〒 IO I 東京話干代田区神田須田町1-s ttoa (251 I ms ●広島〒730 広島市中区I虹が町 1 - 1- 17 tt082(247)2731 
● 大宮〒331 塙玉県大宮市桜木町4-2 ff0486 (45) 1731 ● 濯岡〒812 I昌同ml尋多区博多駅訂2- 1 ― I tt092(471) 1481 
● 多ば〒 190 立)II市q町2-8-30 ff0425 (23) 9525 ローランド・ミュージックプラス• スクール

● I員兵〒221'員、兵市神奈川区1:1/i:町2-21 -, tt 045(313>3841 ● 東京〒150 東京3和只谷区桜丘町23-23第2カスヤピル 合03(770)6121 
・ 浜松〒433 浜松市高丘町878-8 tt0534(37) 1231 ●大版〒530 大版市北区揖田1-2-2-200大阪駅訂笥2ピル2F ff06(346)0552 
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●このカク〇グの記数内吝111987年9月現在のtのです •定応およひデザインは改Rのため予告なく変更することかわりよす •このカタログは印g加のため．高品の写只と尖f!和の色は異なる場合があり1す

MC-500 
･155,000 

●ソフ トで機能が変わるMC-500●付属のソ

フトMRC-500で超強力なマルチ · トラックMIDI

シーケンサーに•記憶罰は本体に約25000音、

最大8曲、 フロッピー・ディスクに最大約10万音、

100曲までネーミング管理●充実の編集機能っ
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